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３．国語科 

3.1 国語科における現状と課題 

 国語科では、小中それぞれの実態と系統

性の観点から以下の課題を整理した。 

 推進委員会において小学校では、学習に

意欲的な児童が多い一方で、読み書きの基

礎力における二極化が顕著であること、中

学校では、話し合いの形は整うものの、発言

を相互に繋げて思考を深めるまでには至ら

ず、語彙力不足が読解や表現の妨げとなっ

ている生徒も見受けられることが挙げられ

た。 

 推進委員が小中共通の課題として捉えて

いるのは、自分の考えを自由に表現するこ

とへの困難さがあることであり、その背景

には、自分の考えを支える「文章から根拠を

見つける力」が十分に定着していないとい

う実態がある。根拠となる叙述を見つけ出

し、それに基づき思考を構築する力が不足

しているため、表現が主観的な感想に留ま

ったり、記述が止まってしまったりする傾

向がある。 

 また、小学校での音読活動が、中学校での

本格的な朗読や深い鑑賞へと十分に接続さ

れていないことが課題として挙げられたた

め、本研究では小中の系統性をより明確に

しようと、共通の学習分野である古典に焦

点を当てて話し合いを進めた。古典特有の

リズムを重視した「音読」から、文章の思想

や感情を深く理解し、表現力を高めて読む

「朗読」へと段階的に高める活動は、言葉の

響きを味わうだけでなく、内容理解を深め

る上でも有効であると考え、本実践の柱に

することとした（図 25）。 

 
図 25 国語科グループの協議の様子 

 

3.2 研究の視点と授業改善の工夫 

 現状と課題を踏まえ、「文章から根拠を見

つける力」と「古典学習の系統的な接続」を

柱に捉え、以下の視点で改善に取り組んだ。   

 一つ目は、文章の内容理解を基盤とし、

「文章のここにこう書いてあるから、こう

考えた」というように、根拠を明確にして自

分の考えをまとめ、表現する力を養うこと

を目指した。二つ目は、古典学習における小

中のギャップの解消のために、小学校で培

われた音読の力を中学校の朗読への土台と

することを共有した。古典の独特のリズム

や言い回しを小学校ですらすら読める力と

して習得し、中学校での「なんとなく雰囲気

で話が分かる」状態をつくり出すことで、古

典への抵抗感を払拭し、当時のものの見方

や考え方に触れる読解へと円滑に移行させ

る工夫を考えた。 

 

3.3 授業実践と研究協議 

（１）授業実践の概要 

 本実践は、中学校２年「平家物語」の単元

において、小学校で培われてきた音読の力

を中学校の古典学習に接続させ、抵抗感を

軽減しながら根拠に基づいて読み解く力を

育成することを目指した。 

①導入（音読を軸とした既習の活用） 

 小学校で親しんできた音読の力を土台と

し、朗読の時間を普段より多く取り入れた。

併せて、教師が生徒に平家物語の内容につ

いて問いかけながら丁寧に振り返る導入を
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行った（図 26）。この際、教師の「何時代

のこと？」「扇の的を射るきっかけは何だっ

たの？」といった問いに対して教室のあち

こちから自然と声が上がる活気あふれる雰

囲気が生まれ、全体での発言が苦手な生徒

も他の生徒の発言に深く頷きながら聞き入

るなど、学級全体で内容を確認し合う姿が

見られた。この様なやり取りを通じて古典

特有の難しさのハードルを下げた上で、朗

読発表に移った。第４時という後半段階で

の朗読であったため、その場にいる全員に

「（発表した生徒は）この一文が好きなんだ

な」と伝わるほど感情豊かに朗読した。聞い

ている生徒も朗読の響きに慣れ、他者の表

現に自然と笑顔がこぼれるなど、学級全体

が温かい雰囲気で作品の世界に向き合うこ

とができた。 

 
図 26 平家物語を生徒と振り返る様子 

 

②展開（根拠に基づいた読解と対話） 

 「あ、射たり」や「情けなし」といった場

面の解釈を中心に、登場人物の心情に共感

し、自らの立場を明確にする活動を展開し

た。生徒は「当時の自分だったら」という視

点から、どちらの立場に共感するかを選択

し、その理由を言語化していった（図 27、

28）。立場の選択に当たっては、生徒から

「今の時代の感覚で考えるのか、それとも

当時の価値観で考えるべきなのか」という

質問が挙がった。この問いは、古典の世界を

単なるお話としてではなく、時代背景によ

る認識の違いとして捉えようとする思考の

深まりを示すものであった。 

 
図 27 ワークシート 

 

 
図 28 ワークシート 

  

 グループ交流（次頁図 29）ののち、各グ

ループで話し合った内容を全体で共有した。

教師がそれぞれの考えを立場ごとに整理し

て板書し、一つずつ全体で確認していくと、

生徒は自分と同じ考えには深く納得し、自

分とは異なる視点の意見に対しても「なる

ほど」と頷きながら聞き入っていた（次頁図

30）。生活班では、意見が偏る傾向も見られ
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たが、この全体共有の場を経たことで、多角

的な視点から新たな気付きを得ることがで

きた。 

 
図 29 グループ交流の様子 

 

 
図 30 全体共有の様子 

 

③終末（視点を絞った振り返り） 

 本時の学びを客観的に捉える振り返りの

時間を設けた。以下に示すのは、生徒が記述

したシートである（図 31、32）。 

 
図 31 振り返りシート 

 
図 32 振り返りシート 

 

 活動の感想といった内容ではなく、「話し

合いを通して新たに気付いたこと」と記述

の視点を絞った工夫を取り入れた。これに

より、他者の意見によって自分の見方がど

う更新されたかという「学びの変容」が言語

化され、生徒自身が古典のおもしろさや新

たな視点の気付きを実感することができた。 

 

（２）研究協議における論点と系統性の視

点 

 研究協議では、古典学習における音読の

意義と、対話的な学びの質を向上させるた

めの手立てについて、以下の点が確認され

た。 

①小学校で「読み親しむこと」を重視し、歴

史的仮名遣いを含め、リズムよく読む力を

身に付けることが、中学校での深い読解へ

の重要な土台となる。中学校においても、感

情を込めて朗読する活動は、作品を深く読

み解くための方法の一つであり、国語科全

体でこの活動を系統的に位置付ける重要性
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が共有された（図 33）。 

 
図 33 朗読活動の評価シート 

 

②実践では登場人物への共感になっていた

ため、中学校段階での論理的思考を高める

ためには、「文章のこの記述があるから、こ

う考えた」という根拠を明確にする手立て

が必要である。主観的な気持ちの交流に留

まらず、テキストに即して論理的に解釈を

する方法を提示することも今後の改善ポイ

ントとして共有された。 

 

③生活班による交流では意見の偏りが見ら

れたため、考えを深めるにはジグソーセッ

ションのような異なる考えをもつ者同士を

意図的に交差させる編成が必要である。ま

た、相手の意見に対して、その根拠を問い直

すといった具体的な課題設定を行うことで、

感想の共有に留まらない、思考を深める対

話へと質を高めることが今後の課題として

挙げられた。 

④漠然とした振り返りではなく、「話し合い

を通して新たに気付いたこと」と内容を 

絞って記述することで、生徒の学びの変容

や新たな視点の気付きがより明確に可視化

できることが確認された。 

 

３.4 本実践を踏まえた授業モデルとその

他のポイント 

 本研究の成果に基づき、国語科の授業改

善に向けた系統的なモデルと改善ポイント

を以下のように提案する。 

（１）授業モデル 

①音読で古典に親しむ 

 小学校で習得した「音読の力」を中学校の

学習の土台として活用する。古典特有のリ

ズムや響きに親しむ時間を十分に確保する

ことで、作品の雰囲気や時代背景を感覚的

に捉えさせ、古典の文章に対する抵抗感を

緩和する。 

②多角的な視点を生み出す対話 

 単なる感想の交流に留めず、文章の中に

根拠を求める活動を取り入れる。自分と異

なる解釈をもつ生徒同士で意図的に交流で

きるグループ編成や、「相手の意見の根拠を

指摘し合う」といった具体的な課題を設定

することで、自分にはなかった視点を取り

入れ、思考を深める対話を生み出していく。

このような方法により、多面的な視点から

作品を深く読み解く力を養う。 

③視点を絞った振り返り 

 「話し合いを通して新たに気付いたこと」

や「自分の考えがどう変わったか」に焦点を

当てた振り返りを行う。知識の定着を確認

するだけでなく、他者の視点を取り入れる

ことで自分の思考の変化の過程を言語化し、

学びを実感できる。 

 

（２）その他のポイント 

・「文章から根拠を見つける力」の展開 

 今回の古典学習の実践を通して、内容を

深く理解するためには「根拠を明確にする
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力」が必要であることも再認識された。今後

はこの学びを現代文の論理的な文章や記

述・表現の指導においても重点化する。「文

章中の言葉を手掛かりにして、自分の考え

を形にしていくプロセス」を９年間を通じ

一貫して指導することで、課題となってい

る記述力の向上を図る。 

・言語活動を支える語彙力の系統的な育成 

 小中を通じた大きな課題である語彙力不

足を解消するため、単なる意味の暗記では

なく、文脈から背景と関連付けた言葉の習

得を重視する。特に中学校への円滑な接続

を見据え、小学校段階から学習活動で言葉

を使いこなす経験を重ねる。今回の実践の

中では、音読や朗読が文章の意味理解の大

きな助けとなった。このことは、小中を繋ぐ

語彙力育成の一つの手掛かりになり得る。 
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授業実践（中学校）第２学年国語科 
                        

１ 単元（題材）名 

  『平家物語』に見る人間の心と時代の価値観を読み解く（光村図書「国語２」） 

 

２ 単元の目標 

・作品の特徴を生かして朗読し、古典の世界に親しむことができる。 

                             【知識及び技能】（３）ア 

・現代語訳や語注などを手がかりに作品を読むことを通して、古典に表れたものの見方や考

え方を知ることができる。                 【知識及び技能】（３）イ 

・登場人物の言動の意味などについて考えて、内容を解釈することができる。 

                  【思考力、判断力、表現力等】Ｃ読むこと（１）イ 

・言葉がもつ価値を認識するとともに、読書を生活に役立て、我が国の言語文化を大切にし

て、思いや考えを伝え合おうとしている。        【学びに向かう力、人間性等】 
 

３ 指導によせて 

（１）目指す子どもの姿（内容の系統性） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベースとなる力（以前の単元で付けた力、小学校で付けた力） 

・スムーズに音読できる力 

・自分の考えをもつにあたり、根拠となる箇所を本文から示せる力（読み解く力） 

本単元で付けたい力 

・古文特有の調子とリズムでスムーズに朗読できる力 

・登場人物の言動の意味を考え、そこに表れたものの見方や考え方を捉える力。 

本単元で付けた力が生かせるであろう新しい単元 

・『徒然草』－『平家物語』で培った無常観や音読力を基盤に、古典的なものの見方や

日常の美意識を深める学習へとつなげる。 

・『奥の細道』－音読によるリズムや語感の学びを活かし、俳句や紀行文の世界に親し

む。 

・『言葉の力』－古典の言葉の響きや意味を考えた経験を、言語の本質理解へつなげる。 

・『走れメロス』－人物の心情理解、価値観の対比、共感の力を活かす。 
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（２）小中連携を意識した学びの実現のために 

 小学校では古典に触れる機会が限られているため、中学校における古典学習の導入で 

は、小学校で培った音読力や語彙力、登場人物の気持ちを想像する力などを生かしながら、 

古典特有の表現や背景に親しむ工夫が求められる。『平家物語』の学習では、現代語訳や 

語注を手がかりに、登場人物の心情や時代背景を読み取り、グループでの対話を通して多 

様な見方を共有する活動を取り入れる。最終的には、自らの考えを文章で表現することで、 

古典に表れたものの見方や考え方を深く理解し、９年間の学びのつながりと発展を意識 

した学習を実現する。 

 

４ 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・作品の特徴を生かして朗読 

 し、古典の世界に親しんで 

 いる。（（３）ア） 

・現代語訳や語注などを手が 

 かりに作品を読むことを通 

 して、古典に表れたものの 

 見方や考え方を理解してい 

 る。（（３）イ） 

・「読むこと」において、登 

 場人物の言動の意味など 

 について考えて、内容を 

 解釈している。 

 （Ｃ（１）イ） 

 

・登場人物の言動の意味 

 について進んで考え、学  

 習課題に沿って考えた 

 ことを伝え合おうとし 

 ている。 

 

５ 単元の指導と評価の計画（全６時間） 

時 主な学習活動 
評価規準 

知 思 態 

１ 
〇『平家物語』の概要や特徴を捉える。 

・冒頭部分や「扇の的」の原文の範読または朗読を聞く。 

・教科書の資料を参照し、「扇の的」の概要を確認する。 

【ワークシート①】 

 

〇   

２ 

〇「扇の的」を朗読し、リズムや七五調に慣れ親しむ。 

・現代語訳を参照しながらあらすじ、時代背景を捉える。 

・『平家物語』冒頭「祇園精舎の鐘の声」と「扇の的」を朗読

し、リズムや七五調に慣れ親しむ。 

・漢語を巧みに交えた独特の調子やリズムを意識して、原文

を朗読する。 

・ペアやグループで互いに朗読を聞き合い、アドバイスをす

る。 

【ワークシート②】 

 

〇   
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６ 本時の目標（本時：４／６時間目） 

登場人物の発言に込められた心情や価値観の違いを読み取り、どちらの立場に共感するか

を根拠をもって考えることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

〇登場人物の言動から、心情を考える。…① 

・水ぎわへ向かって馬を歩ませる与一や、それを見送る源氏

の武士たち、義経の思いを考える。 

・「あ、射たり。」と言った人、「情けなし。」と言った人の気

持ちについて考える。 

【ワークシート③】 

 

〇 〇  

４
（
本
時
） 

〇登場人物の言動から、心情を考える。…② 

・「あ、射たり。」と言った人、「情けなし。」と言った人の気

持ちについて考えたことをグループで話し合い、どちらの立

場に共感できるか根拠を明確にして考える。 

【ワークシート③】 

 

 〇 〇 

５ 

〇読み取ったことや話し合った基に自分の考えを述べる。 

・登場人物の言動から読み取れるものの見方や考え方につい

て、自分の考えを与一に対する手紙形式としてまとめる。 

【ワークシート④】 

 

 〇  

６ 

〇「弓流し」の場面の内容を捉え、自分の考えをまとめる。 

・今までの学習で捉えた登場人物の言動や「弓流し」の義経

の言動をもとに、武士の生き方とそれに対する自分の考えを

まとめる。 

〇単元の学習を振り返る。 

・ワークシートを見返し、学習を通して気づいたことや考え

たことを振り返りシートに記入する。 

                  【ワークシート⑤】 

 

 〇 〇 
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７ 本時の展開 

時 主な学習活動等 
・指導上の留意点 

♦評価（方法と観点） 
導
入 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

展
開 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

終
末 

     

１.前時までの学習を振り返り、本時

のめあてを確認する。 

 

 

 

 

 

２．与一が平家の男に矢を放った場面

を確認する。 

・前時の振り返りとして、与一が平

家の男に矢を放った場面の原文を朗

読する。 

 

３．前時に作成したワークシートをも

とに、「あ、射たり。」と言った人と

「情けなし。」と言った人の気持ちを

捉え、自分がどちらの人の気持ちに近

いか、根拠を明確にして伝え合う。 

 

 

 

４．交流を通して、自分のものの見方・

考え方がどのように深まったか、ワー

クシートにまとめる。 

 

 

 

５．本時の振り返りをする。 

・パワーポイントや単元計画を活用し、視覚

的に振り返りやすいようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・話し合いを深める視点として、「誰の言葉

であるか」という問いを生徒に投げかける。 

 

♦「あ、射たり。」と「情けなし。」と言った理

由を互いの立場や考えを尊重しながら話し合

っている。（発表・ワークシート） 

【主体的に学習に取り組む態度】 

 

♦交流を通して、自分の意見がどのように深ま

ったか、まとめている。 

（ワークシート記述）【思考・判断・表現】 

 

 

 

・前回に考えた自分の意見から、交流を通し

てどのような変化や深まりがあったのか具体

的にまとめるよう指導する。 

 

・次時は、登場人物のものの見方や考え方に

ついて、自分の考えを与一に対する手紙形式

にしてまとめることを告げる。 

 

 

 

 

 

「あ、射たり。」「情けなし。」の言葉にこめられた気持ちや考え方を読み取

り、どちらに共感するかを自分の言葉で考えよう。 


